
『醸造用デラウェアの栽培技術と夏季高温に対応した系統の特性解明』

【全体概要】
大阪産ブドウによるワインのブランド化の推進及びブドウ農家の労力の軽減等を図るため、省力的なワイン用デラウェアの栽培技術の確立及びその技
術普及を目指す。また、温暖化による着色不良に対応した有望な赤ワイン醸造用ブドウ品種（育成系統）の普及に向けて特性等を解明し、赤ワイン製造
に苦心してきた栽培、醸造労力の省力化及びワインの品質の向上を目指す。

新品種・新技術の確立
支援 取組概要
（H30～R1 ）

新品種・新技術等の概要 実施体制図

＝大阪ワイナリー協会＝

主な取組内容

・情報提供
・連携

・情報提供
・生産指導

・情報提供
・原材料の供給

・実証ほ借上
・調整、連携

・研究委託
・連携

・助言
・連携

・実証等協力依頼
・情報共有

【大阪ワイナリー協会（実需者）】
・事業実施計画の作成、運営
・各種検討会の開催
・関係機関との調整
・他産地への調査研究

【（地独）大阪府立環境農林水産総合研究所】
・栽培等実証試験・品種特性の把握
・最適な醸造方法等の試験研究

【大阪府（革新支援専門員等）、中部・南河内農と
緑の総合事務所農の普及課（産地指導機関）】
・実証ほ場の運営管理
・農業者への情報提供、生産への誘導等
・現地実証に係る助言、調整

【協力農家】
・実証ほ場の栽培管理
・管理作業、収量等のデータ記帳等

ブドウ生産者

【マスコミ、飲食店等（二次的な実需者）】
・取組等についての広報等
・消費等、実需者に対する助言
・ワインの実需者としての助言

・情報提供
・連携

【醸造用デラウェア（有核）栽培技術の開発】
－省力栽培技術の検討
－収量比較試験
－醸造試験
－関係機関の連携に向けた検討会
－他産地における現地調査
－醸造用デラウェア栽培マニュアルの作成
【大阪府内ワイナリーが育成したブドウ系統
（育成系統）の特性解明】
－品種特性の調査、把握
－醸造試験
【二次的な実需者への広報、ニーズ調査】
－府内割烹等の現地視察及び意見交換

【醸造用デラウェア（有核）栽培技術の開発】

・生食用デラウェアよりも省力可能な項目を設定し、栽培管理を変えた試験区を設

定。果実収量やワイン品質に影響しない省力栽培を確認。

さらに省力量の「見える化」により生産農家の導入を支援。

・作成した栽培マニュアルによりブドウ農家向けに研修。

・ブドウ農家がワイナリーと新たに栽培契約（R1：2社計4戸) 。
今後も拡大を目指す。

【大阪府内ワイナリーが育成したブドウ系統（育成系統）の特性解明】

・果実アントシアニン含量以外に、醸造したワインの特性を解明。

・育成系統の品種登録（R2年度末予定）後は、試験結果を基に

品種の普及に取り組む。現在、苗木育成に着手済。

【醸造用デラウェア（有核）栽培技術の開発】

大阪府のブドウ結果樹面積は413ha（H29年産、農林水産省作況調査より）で、そのう

ちの約80％以上がデラウェアとされているが、ほとんどが生食用として栽培されてい

る。デラウェアは、フォクシー香が強く、従来より醸造用としては不向きな品種とされ

ていた。しかしながら、地元ワイナリーの醸造技術の工夫により一定水準以上のもの

がワインとして流通できるようになった。そのため、近年は、醸造用仕向けとしてのデ

ラウェアは3.9ha（平成27年特産果樹生産動態等調査より）の面積で生産されている

が、生産面では試行錯誤を繰り返しており、ワイン醸造にとって最適な果実の栽培法

については、生食用とはあまりにも異なるため、未だ確立されていない。

【大阪府内ワイナリーが育成したブドウ系統（育成系統）の特性解明】

メルローなど従来の赤ワイン醸造用品種と比べ、非常に多くのアントシアニンを含有

し、夏期高温下でも良好に着色するため、従来品種の果実着色に悩むワイナリーか

ら、赤ワインのブレンド用や品種単独ワインとしての利用が望まれている。

実績と今後の展開

契約栽培調印式（3月）

省力栽培試験の例
（果房の副房除去を省力）省力栽培マニュアル

育成系統
（申請品種名「大阪R N-1)

果実の断面
（育成系統は果肉まで着色）

育成系統 メルロー
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